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今月の表紙
田尻地域の秋の風物詩、毎年、行政区対抗で行われる第33回田尻ふれあい駅伝大会が、10月10日に開催されました。
　コースは田尻地域を横断するように設定された、大貫小学校から田尻総合体育館までの20区間、全長11.97キロメートル。6歳から64歳までの、20チーム総勢342人が、優勝をめざしてタスキをつなぎました。
　沿道には老若男女の応援団が並び、選手の姿が見えると「負けるな！」「がんばれぇ！」と声援を送っていました。
　激戦を制し、最初にゴールテープを切ったのは富岡チームで、実に20年ぶりの優勝を果たしました。富岡チームの皆さん、おめでとうございます。


パタ崎さんのひと口メモ
●インバウンドって知ってる？
問合せ 観光交流課 電話23-7097
２０２０年（平成32年）に開催される東京オリンピックには、世界各国からたくさんお客さんが来るみたいだね。みんなは、最近、観光の分野でよく聞く「インバウンド」という言葉を知ってる？ 「海外から日本を訪れる観光客」という意味合いで使われているんだ。
　大崎市の昨年の宿泊客数80万７７７３人のうち、２７５９人が海外から来てくれたお客さんなんだって。市では、これからもっともっとインバウンドへの対応を強化して、活性化につなげたいって考えているよ。
　外国人観光客に声をかけられると、言葉が分からないからドギマギしちゃう人が多いんだけど、言葉は通じなくても、困っている人を助けてあげたいという気持ちやおもてなしの心は、どの国の人にも通じるはず。
　外国人観光客の皆さんと積極的に交流して、大崎の人の魅力も海外に発信してもらおう。


大崎地域を世界農業遺産へ　vol.16　大崎耕土の豊かさを語る①
●生きものの命を支え、わたしたちの暮らしを支える水田農業
わたしたち日本人にとって身近な里地・里山には、5,600種以上もの生きものが生息しています（出典：田んぼの生きもの全種リスト2010）。これは、水田農業がわたしたちの食糧を生産するだけでなく、驚くほど多くの生きものたちの命を支えていることを物語っています。
　大崎地域は、田んぼの面積が、全国自治体の平均値の3.5倍となる14パーセントを占めており、メダカやドジョウ、カエルやトンボ、雁類などが生息する田んぼや水路、ため池、居 (い)久 (ぐ)根 (ね)（屋敷 (やしき)林 (りん)）など、人の手で管理されることで保たれる自然環境が多く残されています。（大崎市古川渋井の居久根では、271種類の植物を確認。 ※資料提供：親 (おや)川 (かわ)麗子 (れいこ)さん）
　奥羽山脈から湧き出る清らかな水が、江合・鳴瀬川となり、巧みでしなやかな水管理によって、里地・里山に繋げられてきたことで、生きものたちの命とわたしたちの暮らしを支える豊かな大崎耕土が育まれてきたのです。これこそ大崎地域に暮らすわたしたちが、次代を担う子どもたちに残したい大切な遺産です。
写真①：暮らしと生態系を支える居久根
写真②：居久根で越冬し、水田害虫を食べるカエル
問合せ　産業政策課世界農業遺産推進室　23-2281
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市長コラム　天地人
●大崎市誕生10周年記念式典
生 (あ)れ出 (い)でて　十年 (ととせ)を祝 (いわ)ふ
大崎の　尚 (なお)いく千代 (ちよ)を
契 (ちぎ)る松 (まつ)が枝 (え)
（誕生して十周年を祝う大崎の、今後の千年を約束するという美しい緑の松が枝よ）

この歌は、10月８日に旧有備館の復元と大崎市誕生10周年を記念して開催された「冷泉家和歌披講」の席で、冷泉家25代夫人冷泉貴実子様が詠まれたものです。
　「和歌の家」として知られる京都冷泉家から、岩出山伊達家三代宗親公と四代村泰公の、二代にわたって夫人が輿入れ（お嫁入り）され、以来、３４０年にわたり育まれてきた縁が、今回の事業を実現させてくれました。
　大崎市にちなんだ和歌を古式にのっとった儀式の中で披講いただき、古の雅に浸るすばらしいひと時を過ごさせていただきました。
　今年は、ＮＨＫのど自慢、大相撲大崎場所、開運！なんでも鑑定団の三大イベントをはじめ、数々の10周年記念行事を開催してまいりましたが、いよいよ11月３日、大崎市民会館を会場に「大崎市誕生10周年記念式典」が開催されます。
　さとう宗幸さんに作曲していただいた市民歌、市の花・木・鳥、ご当地ナンバープレートを披露するほか、「おおさきの飛翔」と題して制作した記念映像の上映、特別表彰も執り行います。また、にぎにぎしく、お祭り広場も開催します。
　この模様は、東北放送で特別番組として生放送されるほか、市内各所を東北放送のラジオカーが巡り、現地レポートも行います。まさにこの日は大崎デーとなることでしょう。
　11月３日を、祝意に満ちた、未来へ飛翔する歴史的な一日にしてまいりましょう！
